
1

マイホーム発電の環境貢献性
～家庭用省エネとＣＯ２削減の検討～
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～環境性と社会貢献性を目指して…
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Ⅰ． 天然ガス（都市ガス）の環境貢献性
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Ⅱ． 日本のＣＯ２排出状況

出典：Ｈ１８年度環境省環境白書より作成
Ｐ2

国別ＣＯ２排出量（２００３年）

１９９０年比
▲６％

快適な
家庭生活

自由化 省エネ法

炭素税

原油高

景気動向

京 都 議 定 書

行政指導

社会情勢

温対法

Ⅲ． 日本のＣＯ２削減を取り巻く環境
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Ⅳ． 日本の部門別並びに家庭用ＣＯ２排出量状況

出典：Ｈ１８年度環境省環境白書より作成 Ｐ4
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出所：環境省資料より作成

近年再び増加傾向に、益々の削減が望まれる

９０年比
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近年増加

家庭のＣＯ２排出量年度推移

法的指導・
規制が無い…

生活レベルの
向上と維持

電気容量の
益々の増大

家族数減少
⇒一人当消費量増加

家庭の省エネ
に対する逆風？

しかし家庭用の省エネ省ＣＯ２は難しい…
理由は…
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エネルギー使用量：４ エネルギー使用量：５．１

例：核家族化の及ぼす家庭用エネルギー使用状況
例えば、４人家族で１人独立すると…

出典：Ｈ１８年度環境省環境白書より作成
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電気（動力照明）と給湯が家庭のエネルギーの主体
特に電力の伸びが著しい

家庭用エネルギー用途推移
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出展：日本エネルギー経済研究所資料
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Ⅴ． マイホーム発電による環境貢献性

マイホーム発電とは？

都市ガス等より電気と温水（給湯・暖房用）を作り出す

家庭用コージェネレーションの概念図家庭用コージェネレーションの概念図
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家庭用燃料電池方式

ライフエルライフエル

ガスエンジン高効率給湯器

エコウィルエコウィル

東京ガスの２つのマイホーム発電

① 自宅で発電しお湯も沸かす
（分散型発電システム）

② 共に発電出力は１ｋＷ
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先進性

環境性 経済性

マイホーム発電の３つの特徴

マイホーム発電は
快適な生活をしながら
環境貢献と経済性を実現します
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（火力発電）

マイホーム発電

高位発熱量基準（HHV）

※高位発熱量基準（HHV）：燃料ガスを完全に燃焼させたときの水蒸気の凝縮潜熱を含む発熱量

20

57

マイホーム発電の省エネルギー性
（一次エネルギー）

『『エコウィルエコウィル』』 の場合の場合
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１次エネルギー消費量 ＣＯ２排出量

約２１％
ダウン

約３２％
ダウン

＊１次エネルギー換算値：電気9.83MJ/kWh,ガス45MJ/m3
給湯暖房熱効率：７６％

＊ＣＯ２排出係数：電気0.69kg-CO2/kWh
（H13.7「中央環境審議会地球環境部会目標達成シナリオ小委員会中間とりまとめ」）より

ガス2.29kg-CO2/m3

マイホーム発電の環境貢献性
（一次エネルギー、ＣＯ２排出量）

『『エコウィルエコウィル』』 の場合の場合

ＭＪ ｇ－ＣＯ２
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生活レベルの
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⇒一人当消費量増加

マイホーム
発電

ゆとりの
省エネ

発電電力の
有効利用

生活スタイル毎
の省エネ運転

省エネ意識
高揚

先ほどの家庭用の省エネ省ＣＯ２の課題
⇒マイホーム発電が解決致します

補助金制度も続々と
（国、各行政様）
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エネルギー
使用量が
分かる

エネルギー
が削減

『エネルギー
を大切に』
省エネ意識

マイホーム発電の最大のメリットは…
『省エネ意識高揚の好循環』
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マイホーム発電エコウィルの追い風

広がる補助事業
各行政区様
ＮＥＤＯ様

日本ガス協会

認知率の
高まり

住宅での
斬新さによる

差別化

藤沢市（ＮＥＤＯ）
海老名市、板橋区、
調布市、中京圏５行政
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Ⅵ．マイホーム発電の課題～お客様の声～

今日のマイホーム発電は

○戸建住宅に 一台／一件
○非常用も未装備、集合住宅もこれから

今後の課題（お客様の声）

① 停電対策の実現
② 集合住宅での設置（屋上、ベランダ）

⇒ともに技術・機器開発
③ コストダウン（一方で広がる補助金制度も）
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東京ガス横浜ショールーム
●住所 〒231-0047横浜市中区羽衣町1-2-1
●電話番号 045-262-1500
●FAX番号 045-262-1058
●最寄駅 JR根岸線 関内駅北口徒歩1分
●定休日 毎週水曜日（祝祭日の場合は営業）

１０：００～１８：００

最後に マイホーム発電の実際の運転の様子を下記
ショールームにてご覧戴けます。
是非お気軽にお立ち寄り下さい！！
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